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＜概要＞
　EABCT2017（47th Congress of the European 
Association for Behavioural and Cognitive Therapeis）
は，ヨーロッパにおける認知行動療法の学会であ









































Friedberg）による『If at first you do not succeed…: 
Rikkyo Psychological Research






pivoting after mistakes in CBT with youth』という
ワークショップを受講した。カウンセリングを行
う上で，クライエントからの困った質問や問いか
けに対して，どのように考え答えるかということ
を Friedberg氏の経験を交えながら話し，また参
加者の場合はどのように考えるかを各々答え，意
見を交換した。またカウンセリングの中で用いる
ツールについても話が挙がった。参加者の中には，
その地域で実際用いている児童用の認知行動療法
のワークブックを持っており，児童にも分かりや
すいイラストで説明されていた。様々な国籍の臨
床家が集う国際学会ならではの情報交換であり，
世界でどのように認知行動療法が用いられ，普及
されているかについても知ることができた。
＜所感＞
　新世代の認知行動療法として，効果を示し，そ
の注目を集めている ACTの創始者による講義を
受けることができた。さらに，セラピーの受け答
えやその雰囲気をその場で体験できたことは，国
内学会では体験することのできない機会になっ
た。現在注目を集める ACTの効用性が体験的に
理解できたため，これを契機に自分自身の臨床の
ためにも書籍や研究からも学びを深めようと思う
ようになった。
　また，臨床現場で効果があるということは研究
によっても示されていることである。学会では，
臨床の技術を著名な臨床家から学ぶだけでなく，
彼らが示してきた多くの研究について触れること
ができた。また，自分自身の研究テーマがさまざ
まな臨床領域において活用されている研究を知
り，それに関する最新の書籍に出会うことができ
た。国際学会に参加することで，最新の認知行動
療法の知見を学ぶことができる有意義な時間を過
ごすことができた。
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